
 

 

 

 

１．単元目標  

○外国の人々の生活の様子などについて複数の資料で調べて，必要な情報を集め，読み取り，日本との

違いを理解することができる。調べたことを図表や文などにまとめることができる。 (知識及び技

能)  

○外国の人々の生活の様子などに着目して，問いを見出し，日本の文化や習慣との違いについて考え表

現することができる。（思考力・判断力・表現力等）  

◎外国の人々の生活の様子について，予想や学習計画を立てたり，学習をふり返ったりして，主体的に

課題を追究し，解決しようとしている。(学びに向かう力，人間性等)    

 

２．情報活用能力育成をめざす単元づくり（全 6時間扱い） 

（１）単元について 

・日本と関係の深い国について，既習や日常の想起を通して，日本との共通点や相違点を見出す。 

・身の回りの製品の製造国や輸入国を調べたり，歴史や文化などを想起したりして繋がりを見出す。 

・協働活動（共同編集）を通して，単元概観や意見共有を効果的に促進する。（見える化） 

・「日本と他国を比較」「自分と級友の気付きを比較」などを通して，個の課題設定に繋げていく。 

（２）学習計画 

 時 学習内容 留意事項 

１ 課題の設定 

 

 

１ 

 

 

 

 

本 

時 

資源や文化，スポーツの交流など，身の回りに

は外国から入ってきたものがたくさんあり，

日本とつながりの深い国々があることに気付

く。特に興味をもった視点でテーマ設定する。

①【学校・子どもの生活】②【衣食住の特色】

③【文化・スポーツ】④【産業】 ＜本時展開

参照＞ 

Jamboardで協働しながら 

テーマを自己選択・決定 

していき見通しをもつ 

 

２ 情報の収集 

 

２ 

３ 

４ 

 

５ 

 

５ 

日本とつながりの深い国 （々アメリカ・中国・韓

国・サウジアラビア）の，【自分のテーマ】につ

いて調べ，スライドに情報を記録・蓄積する。 

 

自分と異なるテーマをもった仲間と協働し，相

互プレゼンテーションを通して，外国と日本の

文化や習慣の違いについて整理する。 

本やインターネットを利

活用し情報収集したりス

ライドでまとめたりする 

 

３ 整理・分析 

４ まとめ・ 

   表現 

６ 

 

国際社会で共生していくために必要なことを意

見文にまとめ，発表し合う。 

小学６年 社会科「日本とつながりの深い国々」 

柏市立土小学校 和田 恵吾 



５ 振り返り・ 

  改善 

７ 交流をもとに意見文を加筆修正したり，今回の

単元では触れられなかった他国の文化や習慣に

ついても学ぼうとしたりする見通しをもつ。 

 

３．本時について（本時１/７時間） 

（１）本時の目標 

○日常生活や既習事項をもとに，日本と特につながりの深い国を見つけ，テーマを選択し，学習問題や

学習計画を設定することができる。(学びに向かう力，人間性等) 

（２）本時の展開 

時間 主な学習活動 指導上の留意点 

導入 

5分 

 

 

 

 

 

 

 

展開

① 

15分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開

② 

15分 

 

 

 

１.【全体の学び】【協働の学び】 

日常生活や既習内容を想起して，学習課題をつかむ。 

・日常生活で目にしたり耳にしたりする国名を付箋で

書きだす。（オリンピックなどと関連させる） 

  

・日本とつながりが深いと思う国を１人につき１か国

ずつ挙げる。各国と既習事項との関連を見出す。 

  

  
・既習内容や各種資料から，日本は様々な国とつなが

りがあることを再認識する。 

 

 

２.【個の学び】 

・どのようなテーマで調べたりまとめたりしたいか 

 自己決定をする。選択したテーマを発信する。 

●【１人１台端末】 

Jamboard活用（共同編集） 

レディネスとしての素朴概念や

内部情報を引き出す。協働によ

り短時間での促進を図る。 

●【指導者用デジタル教科書】 

 

 

・つながりが『深い』という言葉

に着目させ，自分たちが列挙

したものを見直し，整理する。 

 

 

●【１人１台端末】 

Jamboard及びスライド活用 

日本とつながりの深い国々について，どのようなテーマで調べればよいか。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終末 

10分 

 

 

  

・各自で学習問題や仮説を立て，スライドで表す。 

・調べ学習の計画を立てる。 

 

 

 

・教科書や学校図書館の本，関連動画などを選択肢と

しながら，課題解決のためにどのような調べ学習を

行う必要があるか計画を立てる。 

３.【全体の学び】 

・自分が決めたテーマや方法について，紹介し合う。 

・自分と異なるテーマをもった仲間と協働しながら相互

プレゼンテーションを行うことの見通しをもつ。 

 

・テーマを決定することでどの

児童も自分なりの学習問題を 

 立てられるようにする。 

 

 

●【１人１台端末】＋【図書】 

学校図書館を活用することで

調べ方の選択肢を増やす。 

 

●【指導者用デジタル教科書】 

  

（３）情報活用能力のプロセスと育成を図るポイント 

課題の 

設定 
◎ 

情報の 

収集 
〇 整理・分析 〇 

まとめ 

表現 
 

振り返り 

改善 
 

○課題の設定のポイント 

 オリンピックなど身近な話題を喚起したり，歴史など既習事項を想起したりするために，共同作業ツ

ールであるJamboardの利活用が有効と考えた。「知っている国の名前をできるだけ多く挙げましょう」

「日本とつながりが深い国はどこですか」などの指示や発問に対し，共同作業から導入を始めていく。

課題設定をいきなり個人作業から始めてしまうと，各児童の内部情報や素朴概念に大きな個人差がある

ため，多面的で多角的な気付きを得られなかったり，具体課題設定まで至れなかったりする恐れがある。

Jamboardを利活用することで，各児童のもつ既有概念を視覚化し，共有することができると考えた。 

書き込むと同時に文字対話が生まれ，全員の思考の活性化や主体性の促進を期待することができる。 

 思考ツールを活用することで，他者と自己の視点の同異を比較しながら，限られた時間の中で，全員

が個々の学習テーマ設定に至ることが可能である。各個人がテーマを設定し，同時に他者のテーマを知

ることで，「自分が調べたことを友達に伝える」「自分が選択しなかったテーマは友達から教わる」とい

う，単元後半や「まとめ・表現」のステップにおける伝え合いや見通しの必然性も生まれてくる。 

日本とつながりの深い国々について，どのような方法で調べればよいか。 



▼【例】児童が作成したデジタルノート（調べた内容 感想 など） 

  

  

  

  



  

 

 

 

 

 

 

 

 

実践を終えて 

情報活用能力の５つのステップをどの児童にも保障する上で，端末の活用は不可欠だったと

いえる。協働的な学びを通して課題を見出したり，個別最適化された方法で情報収集の質や

量を増やしたりすることで，社会科の見方・考え方を育むような学びも促進できた。クラウ

ドを活用して時間的・空間的な制限を緩和することで，自宅で調べてプレゼン資料を作成す

る，休み時間にオンラインで学び合う等，シームレスな学びが見られたことも成果である。 


